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積
極
的
に
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る

人
材
教
育
へ
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

課
題
三
　
社
会
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
た
教
育

　

大
学
は
、
将
来
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
た
教

育
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
国
際
的
に
通
用
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
や
コ
ス
ト
縮
減
技

術
、
事
業
経
営
の
た
め
の
教
育
な
ど
は
十
分
で
き
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
企
業
や
官
公
庁
が
わ
が
国
の

大
学
院
で
社
員
を
積
極
的
に
学
ば
せ
た
い
と
思
う
こ
と

の
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
提
供
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

連
携
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
企

業
が
大
学
に
非
常
勤
講
師
や
客
員
教
員
を
派
遣
す
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
る
風
土
が
生
ま
れ
る
よ
う
大
学
の
価
値

を
示
す
必
要
も
あ
ろ
う
。

　

土
木
学
会
に
設
置
さ
れ
た
教
育
企
画
・
人
材
育
成
委

員
会
大
学
・
大
学
院
教
育
小
委
員
会
で
は
平
成
二
十
五

年
ま
で
の
二
年
の
間
、
官
公
庁
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
設
会
社
、
鉄
道
事
業
者
、
大
学
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
て
、
社
会
的
変
化
に
適
応
す
る
人

材
育
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
議
論
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
土
木
工
学
の
計
画
系
・
力
学
系
の
各
分
野
を
カ

バ
ー
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

の
専
門
家
に
も
参
画
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
、
産
官
学

提
案
一
　
数
学
、
日
本
語
、
英
語
の
徹
底
理
解

　

ゆ
と
り
教
育
に
伴
う
高
大
接
続
に
腐
心
す
る
大
学
は

多
い
が
、
基
礎
学
力
の
徹
底
的
な
育
成
を
教
養
課
程
と

連
携
す
る
例
は
少
な
く
、
一
方
で
、
応
用
的
な
専
門
科

目
の
整
備
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
、
必
要
と
さ
れ
る
能

力
育
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
い
る
。
実
務
的
課
題

解
決
に
有
用
な
高
度
な
先
端
技
術
を
卒
業
後
も
継
続
的

に
独
力
で
習
得
す
る
た
め
に
は
、
数
学
の
素
養
は
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
数
学
能
力
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
作
成
、
報
告
書
の
作
成
、

論
文
の
作
成
、
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
に

は
、
わ
か
り
や
す
く
か
つ
論
理
的
な
技
術
文
書
を
作
成

す
る
能
力
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
海
外
業
務

へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
一
層
引
き
下
げ
、
活
躍
の
機
会
を
得

や
す
く
す
る
た
め
の
英
語
力
の
涵
養
が
重
要
で
あ
る
。

提
案
二
　
問
題
発
見
お
よ
び
問
題
解
決
能
力
の
育
成

　

社
会
的
ニ
ー
ズ
が
変
化
す
る
中
で
、
企
業
や
官
公
庁

が
欲
す
る
人
材
と
大
学
教
育
の
内
容
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

は
知
識
偏
重
の
成
績
評
価
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ
れ
ま
で
の
教
育
は
問
題
の
解
法
の
訓
練
が
大
半
で
専

門
科
目
や
卒
業
研
究
で
さ
え
も
問
題
を
発
見
す
る
教
育

や
分
野
横
断
で
ヒ
ン
ト
を
見
出
す
教
育
は
限
ら
れ
て
い

た
。
複
数
の
土
木
専
門
科
目
、
さ
ら
に
は
情
報
工
学
や

経
済
学
な
ど
の
複
数
分
野
の
知
識
を
統
合
し
て
、
問
題

技
術
者
教
育
の
方
向
性

連
携
に
よ
る
新
し
い
土
木
教
育
の
考
え
に
つ
い
て
、
読

者
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
、

小
委
員
会
で
の
議
論
を
要
約
し
て
ご
説
明
し
た
い
。

課
題
一
　
問
題
を
発
掘
で
き
る
能
力

　

従
来
型
の
問
題
が
与
え
ら
れ
た
後
の
解
法
の
訓
練
に

加
え
て
、
問
題
そ
の
も
の
を
発
見
で
き
る
能
力
の
訓
練

が
必
要
で
は
な
い
か
。

課
題
二
　
全
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

特
定
の
人
間
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
っ
張
る
の
で
は

な
く
、
伊
賀
泰
代
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
誰
も
が
主
体

的
に
問
題
の
発
見
と
解
決
に
あ
た
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

現
在
の
大
学
・
大
学
院
教
育
の
課
題

の
発
見
と
問
題
解
決
に
あ
た
ら
せ
る
問
題
・
課
題
解
決

型
の
授
業
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
の
導
入
に
よ
っ
て
、
技
術
力
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
の
根
底
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

を
涵
養
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

提
案
三
　
産
官
学
の
教
育
連
携

　

例
え
ば
、
海
外
で
求
め
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
、そ
の
経
験
者
が
、国
際
標
準
の
知
識
体
系

を
教
育
し
、具
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
対
象
に
、学
生
が
受

発
注
者
の
役
割
を
担
当
し
、
契
約
条
件
や
リ
ス
ク
等
を

洗
い
出
し
、
契
約
を
結
び
、
当
初
計
画
の
変
更
に
対
し

て
、
最
適
な
処
理
策
を
模
索
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
を
専
任

教
員
と
共
同
で
行
う
。
こ
の
他
、
企
業
や
官
公
庁
の
人

材
ニ
ー
ズ
の
大
学
へ
の
積
極
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法

の
構
築
、
プ
ロ
の
技
術
と
能
力
を
み
せ
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
開
発
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
方
向
性
を
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
図

に
示
す
。
学
年
を
通
じ
た
専
門
科
目
を
支
え
る
科
目
と

し
て
の
数
学
科
目
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
、
一
、

二
年
生
の
力
学
系
を
中
心
と
し
た
専
門
基
礎
科
目
、
三

年
生
に
専
門
上
位
科
目
を
配
置
す
る
が
、
現
状
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
よ
り
圧
縮
す
る
。
こ
れ
に
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を

含
む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
実
践
的
な
学
習
を
加
え
て
、
学
生
自
ら

が
積
極
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
圧
縮
し
た
専
門

上
位
科
目
の
知
識
吸
収
の
速
度
を
高
め
る
こ
と
を
意
図

し
た
。
四
年
生
で
は
大
学
院
科
目
の
履
修
を
可
能
と
し
、

大
学
院
と
の
接
続
性
を
高
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

社
会
基
盤
整
備
を
取
り
巻
く
世
界
各
国
の
社
会
状
況

は
多
様
を
極
め
て
お
り
、
基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
不
足
が

原
因
で
貧
困
か
ら
脱
却
で
き
な
い
国
・
地
域
か
ら
、
環

境
問
題
と
経
済
問
題
と
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
技
術
の

高
度
化
だ
け
で
は
解
決
策
を
見
い
だ
す
こ
と
が
困
難
な

国
・
地
域
ま
で
幅
広
く
存
在
す
る
。
わ
が
国
の
土
木
技

術
者
の
活
躍
の
場
は
多
様
で
あ
る
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
産
官
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
し
、
学
に

対
し
て
は
過
度
の
期
待
は
せ
ず
、
学
も
ま
た
そ
こ
に
安

住
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
対
応
の
遅
れ
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
機
能
不
全
を
意
味
し
、

そ
れ
に
対
し
て
学
は
相
応
の
責
務
を
果
た
し
て
き
た
と

は
言
い
難
い
。
今
後
は
企
業
と
、
大
学
・
大
学
院
と
の

産
官
学
で
拓
く
こ
れ
か
ら
の

大
学
・
大
学
院
教
育
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